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2012 年 9 月、学会へ発つ前日に、研究室前の廊下で久しぶりに
言葉を交わしました。東京はまだ残暑が厳しいだろうね、といった
他愛ない会話が最後になってしまいました。東京滞在のわずか 4 日
間に 3 度、梶浦さんが倒れたこと、もう助かる見込みが無いこと、
そして亡くなったとの連絡を受けました。呆然と帰札し、お通夜・
葬儀と、哀しすぎる時間を過ごしました。
彼の遺志を次いで教育に励むことが、専門分野の異なる同僚がで
きる最大の供養なのかもしれません。でも、到底彼ほどの熱意と信
念を持つことは私にできそうもありません。友を亡くしてもなお、
自分の姿勢を変えることができないことを恥じつつも、梶浦さんな
ら「しょうがないなあ」と苦笑しながら許してくれる気がします。
いつも寛大な人でした。ありがとう。
